
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
いにしえの角六野球べー 
ずしんと重いよ 
裏側に「M」と「W」の刻印が見えるかな 

 

 
棟梁・並木ペア、抜群のチームワークで準優勝 

 腰痛に苦しむ鉄人大竹が、校庭の水たまりをはいている。日差しはまだない。

蒸し暑いのに釣人今村は長袖のトレーナーを着込み、汗をかきながらのぼりを立

てている。朝まで大雨だった６月１３日（日）グランドコンディションは悪いが、

練馬区立北町小学校で「第二期ペアマッチ戦」を開催した。 

近頃、あちらこちらでベーを削る姿が目に付く。みんな加工の大事さがわかっ

てきたようだ。おじさんはうれしいねえ。とにかく始めよう。創意工夫が遊びの

原点だからね。まずは名人戦６月場所だ。ひと休みの Mr.高橋をホッシーが抜い

て勝点４９で暫定トップ。ホッシーあんまり飛ばすなよ。昼休みの後、ひょっこ

り現れた北馬中邨、今日もバレーの試合で出場できない。その鬱憤を晴らすかの

ように数回廻して、いざ出陣。そっちも負けんなよー。 

ポカポカ陽気の午後からはペアマッチ戦。１４組２８人がノミネート。３ブロ

ックに分かれた予選では、初めて廻した有井君がラッキー会長とペア、惜しくも

３位で決勝進出はならなかったが筋はいい。楽しみな逸材だ。予選１位通過は

RYO 加藤・ホッシー組、澤村ペア、篠ヒデ・トシ田口組だ。RYO 加藤ベーのブ

レーキがするどくなってきた。師匠がいいからねえ。決勝Ａブロックではなつみ

ベーが RYO加藤組にリキ勝ちしたが続かず、ツッチー組は澤村ペアに３連敗、相

手が悪いね。Ｂブロックは篠ケンベーが飛ばし勝ちするも、篠ヒデ組に２連敗で

涙を飲み、棟梁・並木組がカズ渡辺・松ちゃん組にすべて飛ばし勝ちで３連勝だ。

そして準決勝。まずは RYO加藤・ホッシー組 vs澤村ペア。連覇阻止なるかと期

待したが、敢え無く３連敗、しかもホッシー、最後はカマ負けだ。噴き出す観衆、

大いに盛り上がる。準決勝もう一組は篠ヒデ・トシ田口組 vs棟梁・並木組、トシ

ベーが棟梁ベーをすっ飛ばし、トシのガッ 

ツポーズ。これはいくなと思ったが、今度は並木ベーがトシベーをす

っ飛ばし「ヘリ残り」。勢いに乗る棟梁組は連勝で決勝進出だ。 

さて決勝５番勝負。引き分け、澤村ペアのリキ勝ち、そしてまたパ

ッカンで勝点は４対２。息詰まる戦いに観衆のため息がもれる。棟梁・

並木ペアの鼓動が激しくなる。ここで 1 勝欲しい。それに対してミラ

クルは落ち着いている。『父ちゃん、ベーの土取った方がいいよ。』歴

戦の勇は普段通りだ。そして 4 回戦、４つのベーが同時に投げ入れら

れる。バチーン、“あっ、決まった。”澤村ペア、大方の予想通りの優

勝。強いねえ、しかも澤村ペアは 15勝８分０敗、１回も負けてないも

んね、すごいねえ。いつまで続くか澤村伝説、興味は尽きない。 
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